
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
混
信
又
は
」
を
「
混
信
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
関
す
る
調
査
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
七
条

の
十
二
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
終
了
促
進
措
置
」
を
、
「
当
該
調
査
」
の
下
に
「
又
は
当
該
終
了
促
進
措
置
」
を
加
え

、
同
条
第
三
項
中
「
調
査
」
の
下
に
「
又
は
終
了
促
進
措
置
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
（
現
に
そ
の
周
波
数
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
特
定
基
地
局

以
外
の
無
線
局
が
使
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
周
波
数
に
つ
い
て
周
波
数
割
当
計
画
に
お
い
て
使
用
の
期
限
が
定

め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
周
波
数
及
び
そ
の
期
限
の
満
了
の
日
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
当
該
特
定

基
地
局
」
を
「
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
特
定
基
地
局
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
二
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
日
以
前
に
当
該
特
定
基
地
局
の
開
設
を
図

る
こ
と
が
電
波
の
有
効
利
用
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
周
波
数
を
現
に
使
用
し
て
い
る
無
線
局
に
よ
る



当
該
周
波
数
の
使
用
を
同
日
前
に
終
了
さ
せ
る
た
め
に
当
該
特
定
基
地
局
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
が
行
う
費
用
の
負

担
そ
の
他
の
措
置
（
次
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
百
十
六
条
第
八
号
に
お
い
て
「
終
了
促
進
措
置
」
と
い
う
。
）
に
関

す
る
事
項

第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
九
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

終
了
促
進
措
置
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
終
了
促
進
措
置
の
内
容
及
び
当
該
終
了
促
進
措
置
に
要
す
る
費
用

の
支
弁
方
法

第
二
十
七
条
の
十
三
第
四
項
第
三
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
可
能
で
あ
る
」
を
「
現
に
可
能
で
あ
り
、
又
は

早
期
に
可
能
と
な
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
五
年
」
の
下
に
「
（
前
条
第
二
項

第
二
号
括
弧
書
に
規
定
す
る
周
波
数
を
使
用
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
計
画
の
認
定
に
あ
つ
て
は
、
十
年
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
十
四
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
二
第
二
項
中
「
無
線
局
の
免
許
の
日
」
の
下
に
「
（
無
線
局
の
周
波
数
の
指
定
の
変
更
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
当
該
広
域
専
用
電
波
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
指
定
の
変
更
の
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
」
の
下
に
「
（
認
定
計
画
に
係
る
指
定
さ
れ
た
周
波
数
の



電
波
が
当
該
認
定
計
画
に
係
る
認
定
開
設
者
が
そ
の
認
定
を
受
け
た
日
後
に
広
域
専
用
電
波
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
又
は
当
該
指
定
さ
れ
た
周
波
数
の
電
波
が
広
域
専
用
電
波
と
な

つ
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
六
月
経
過
日
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
六
月
を
経
過
す

る
日
」
を
「
当
該
六
月
経
過
日
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
八
号
中
「
調
査
」
の
下
に
「
又
は
終
了
促
進
措
置
」
を
加
え
る
。

別
表
第
六
備
考
第
九
号
中
「
ニ
ま
で
」
を
「
ホ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

六
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局

五
千
四
百
円

第
二
条

電
波
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
条
の
二
第
二
項
中
「
八
千
七
十
八
万
六
千
六
百
円
」
を
「
九
千
五
百
十
四
万
八
千
九
百
円
」
に
、
「
百
四
十
七
万

九
千
百
円
」
を
「
百
七
十
七
万
四
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
三
百
六
十
円
」
を
「
四
百
三
十
円

」
に
、
「
二
百
五
十
円
」
を
「
二
百
円
」
に
、
「
三
百
八
十
円
」
を
「
四
百
五
十
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
六
（
第
百
三
条
の
二
関
係
）



無

線

局

の

区

分

金

額

一

移
動
す

三
千
メ
ガ
ヘ

航
空
機
局
若
し
く
は
船
舶
局
又
は
こ
れ
ら
の
無
線
局
が
使
用
す
る

五
百
円

る
無
線
局

ル
ツ
以
下
の

電
波
の
周
波
数
と
同
一
の
周
波
数
の
電
波
の
み
を
使
用
す
る
も
の

（
三
の
項

周
波
数
の
電

そ
の
他
の
も

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
六
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

五
百
円

か
ら
五
の

波
を
使
用
す

の

以
下
の
も
の

項
ま
で
及

る
も
の

使
用
す
る
電
波
の
周
波

空
中
線
電
力
が
○
・
○

七
百
円

び
八
の
項

数
の
幅
が
六
メ
ガ
ヘ
ル

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

に
掲
げ
る

ツ
を
超
え
十
五
メ
ガ
ヘ

空
中
線
電
力
が
○
・
○

八
千
九
百
円

無
線
局
を

ル
ツ
以
下
の
も
の

五
ワ
ッ
ト
を
超
え
○
・

除
く
。
二

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

の
項
に
お

空
中
線
電
力
が
○
・
五

九
十
六
万
六
千

い
て
同
じ

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

八
百
円

。
）

使
用
す
る
電
波
の
周
波

空
中
線
電
力
が
○
・
○

千
五
百
円



数
の
幅
が
十
五
メ
ガ
ヘ

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

ル
ツ
を
超
え
三
十
メ
ガ

空
中
線
電
力
が
○
・
○

八
千
九
百
円

ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

五
ワ
ッ
ト
を
超
え
○
・

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

空
中
線
電
力
が
○
・
五

二
百
八
十
万
三

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

千
二
百
円

使
用
す
る
電
波
の
周
波

空
中
線
電
力
が
○
・
○

三
千
二
百
円

数
の
幅
が
三
十
メ
ガ
ヘ

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

ル
ツ
を
超
え
る
も
の

空
中
線
電
力
が
○
・
○

八
千
九
百
円

五
ワ
ッ
ト
を
超
え
○
・

五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

空
中
線
電
力
が
○
・
五

三
百
七
十
二
万

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

九
千
百
円



三
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
百
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

五
百
円

ル
ツ
を
超
え

六
千
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
以
下
の

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
百
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も
の

七
万
八
千
円

周
波
数
の
電

波
を
使
用
す

る
も
の

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

五
百
円

二

移
動
し

三
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
六
メ

設
置
場
所
が
第
一
地
域

三
万
七
千
八
百

な
い
無
線

ル
ツ
以
下
の

ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も
の
で
あ
つ
て
、

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

局
で
あ
つ

周
波
数
の
電

電
波
を
発
射
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

設
置
場
所
が
第
二
地
域

二
万
六
百
円

て
、
移
動

波
を
使
用
す

い
て
当
該
電
波
と
周
波
数
を
同
じ
く
す

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

す
る
無
線

る
も
の

る
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
に
よ
り
一
定

設
置
場
所
が
第
三
地
域

六
千
九
百
円



局
又
は
携

の
時
間
当
該
周
波
数
の
電
波
を
発
射
し

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

帯
し
て
使

な
い
こ
と
を
確
保
す
る
機
能
を
有
す
る

設
置
場
所
が
第
四
地
域

三
千
五
百
円

用
す
る
た

も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

め
の
受
信

そ
の
他
の
も
の

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇

七
千
三
百
円

設
備
と
通

一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

信
を
行
う

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇

八
千
九
百
円

た
め
に
陸

一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も

上
に
開
設

の

す
る
も
の

三
千
メ
ガ
ヘ

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

七
千
三
百
円

（
六
の
項

ル
ツ
を
超
え

及
び
八
の

六
千
メ
ガ
ヘ

項
に
掲
げ

ル
ツ
以
下
の

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
一
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

八
千
九
百
円

る
無
線
局

周
波
数
の
電



を
除
く
。

波
を
使
用
す

）

る
も
の

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

三
千
五
百
円

三

人
工
衛

三
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

二
百
九
十
一
万

星
局
（
八

ル
ツ
以
下
の

千
三
百
円

の
項
に
掲

周
波
数
の
電

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も
の

一
億
三
千
十
六

げ
る
無
線

波
を
使
用
す

万
七
千
七
百
円

局
を
除
く

る
も
の

。
）

三
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

十
三
万
二
千
二

ル
ツ
を
超
え

百
円

六
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
二
百
メ

三
千
二
百
二
十

ル
ツ
以
下
の

ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

七
万
八
千
八
百

周
波
数
の
電

円



波
を
使
用
す

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
二
百
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
五
百

九
千
七
百
四
十

る
も
の

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

二
万
五
千
九
百

円

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
五
百
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も

二
億
千
八
百
八

の

十
三
万
九
千
八

百
円

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

十
三
万
二
千
二

百
円

四

人
工
衛

六
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ

設
置
場
所
が
第
一
地
域

百
七
十
八
万
七

星
局
の
中

ル
ツ
以
下
の

ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
八
百
円

継
に
よ
り

周
波
数
の
電

設
置
場
所
が
第
二
地
域

八
十
九
万
五
千

無
線
通
信

波
を
使
用
す

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

を
行
う
無

る
も
の

設
置
場
所
が
第
三
地
域

十
八
万
八
百
円



線
局
（
五

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

の
項
及
び

設
置
場
所
が
第
四
地
域

六
万
千
八
百
円

八
の
項
に

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

掲
げ
る
無

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ

設
置
場
所
が
第
一
地
域

千
二
百
二
十
一

線
局
を
除

ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
五
十
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

万
九
千
七
百
円

く
。
）

下
の
も
の

設
置
場
所
が
第
二
地
域

六
百
十
一
万
千

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

百
二
十
二
万
四

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

四
十
万
九
千
五

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

百
円

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
五
十

設
置
場
所
が
第
一
地
域

一
億
六
千
六
百

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
百
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

八
十
一
万
六
千



下
の
も
の

二
百
円

設
置
場
所
が
第
二
地
域

八
千
三
百
四
十

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

万
九
千
二
百
円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

千
六
百
六
十
八

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

万
三
千
七
百
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

五
百
五
十
六
万

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

二
千
七
百
円

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
百
メ

設
置
場
所
が
第
一
地
域

三
億
三
千
五
百

ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

七
十
四
万
四
千

六
百
円

設
置
場
所
が
第
二
地
域

一
億
六
千
七
百

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

八
十
七
万
三
千

四
百
円



設
置
場
所
が
第
三
地
域

三
千
三
百
五
十

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

七
万
六
千
六
百

円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

千
百
十
九
万
三

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
七
百
円

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

六
万
千
八
百
円

五

自
動
車
、
船
舶
そ
の
他
の
移
動
す
る
も
の
に
開
設
し
、
又
は
携
帯
し
て
使
用
す
る
た
め
に
開

千
五
百
円

設
す
る
無
線
局
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
局
の
中
継
に
よ
り
無
線
通
信
を
行
う
も
の
（
八
の
項
に

掲
げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）

六

基
幹
放

六
千
メ
ガ
ヘ

テ
レ
ビ
ジ
ョ

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
二
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

九
百
円

送
局
（
三

ル
ツ
以
下
の

ン
放
送
を
す

空
中
線
電
力
が
〇
・
〇
二
ワ
ッ
ト
以
上
二
キ
ロ
ワ

十
六
万
三
百
円

の
項
、
七

周
波
数
の
電

る
も
の

ッ
ト
未
満
の
も
の

の
項
及
び

波
を
使
用
す

空
中
線
電
力
が
二
キ
ロ

設
置
場
所
が
特
定
地
域

十
六
万
三
百
円



八
の
項
に

る
も
の

ワ
ッ
ト
以
上
十
キ
ロ
ワ

以
外
の
区
域
内
に
あ
る

掲
げ
る
無

ッ
ト
未
満
の
も
の

も
の

線
局
を
除

そ
の
他
の
も
の

六
千
九
百
九
十

く
。
）

三
万
六
千
三
百

円

空
中
線
電
力
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の

三
億
四
千
九
百

六
十
八
万
八
百

円

そ
の
他
の
も

使
用
す
る
電
波
の
周
波

空
中
線
電
力
が
二
百
ワ

四
万
九
千
二
百

の

数
の
幅
が
百
キ
ロ
ヘ
ル

ッ
ト
以
下
の
も
の

円

ツ
以
下
の
も
の

空
中
線
電
力
が
二
百
ワ

十
七
万
七
百
円

ッ
ト
を
超
え
五
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の



空
中
線
電
力
が
五
十
キ

二
百
九
十
六
万

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も

三
千
五
百
円

の

使
用
す
る
電
波
の
周
波

空
中
線
電
力
が
二
十
ワ

四
万
九
千
二
百

数
の
幅
が
百
キ
ロ
ヘ
ル

ッ
ト
以
下
の
も
の

円

ツ
を
超
え
る
も
の

空
中
線
電
力
が
二
十
ワ

十
七
万
七
百
円

ッ
ト
を
超
え
五
キ
ロ
ワ

ッ
ト
以
下
の
も
の

空
中
線
電
力
が
五
キ
ロ

二
百
九
十
六
万

ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

三
千
五
百
円

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

九
百
円

七

第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
受
信
障
害
対
策
中
継
放
送
を
す
る
無
線
局
及
び
多
重
放
送
を
す

二
百
円

る
無
線
局
（
三
の
項
及
び
八
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
を
除
く
。
）



八

実
験
等
無
線
局
及
び
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局

三
百
円

九

そ
の
他

三
千
メ
ガ
ヘ

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

三
万
千
八
百
円

の
無
線
局

ル
ツ
以
下
の

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ

設
置
場
所
が
第
一
地
域

二
百
六
十
万
九

周
波
数
の
電

ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
五
百
円

波
を
使
用
す

設
置
場
所
が
第
二
地
域

百
三
十
万
九
千

る
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
百
円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

二
十
六
万
九
千

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
百
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

九
万
六
千
三
百

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

三
千
メ
ガ
ヘ

放
送
の
業
務

使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

二
十
四
万
六
千

ル
ツ
を
超
え

の
用
に
供
す

数
の
幅
が
四
百
キ
ロ
ヘ

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
百
円

六
千
メ
ガ
ヘ

る
も
の
（
多

ル
ツ
以
下
の
も
の

設
置
場
所
が
第
二
地
域

十
二
万
八
千
百



ル
ツ
以
下
の

重
放
送
の
業

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

周
波
数
の
電

務
の
用
に
供

設
置
場
所
が
第
三
地
域

三
万
三
千
三
百

波
を
使
用
す

す
る
も
の
を

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

る
も
の

除
く
。
）

設
置
場
所
が
第
四
地
域

一
万
七
千
五
百

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

七
十
二
万
三
百

数
の
幅
が
四
百
キ
ロ
ヘ

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

ル
ツ
を
超
え
三
メ
ガ
ヘ

設
置
場
所
が
第
二
地
域

三
十
六
万
五
千

ル
ツ
以
下
の
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

八
万
七
百
円

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

設
置
場
所
が
第
四
地
域

三
万
三
千
三
百

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円



使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

千
六
十
七
万
百

数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

ツ
を
超
え
る
も
の

設
置
場
所
が
第
二
地
域

五
百
三
十
三
万

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

九
千
八
百
円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

百
七
万
五
千
六

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

百
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

三
十
六
万
五
千

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

多
重
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
も
の

三
万
千
八
百
円

放
送
の
業
務

使
用
す
る
電
波
の
周
波
数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

三
万
千
八
百
円

の
用
に
供
す

以
下
の
も
の

る
も
の
以
外

使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

二
百
六
十
万
九

の
も
の

数
の
幅
が
三
メ
ガ
ヘ
ル

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
五
百
円



ツ
を
超
え
三
十
メ
ガ
ヘ

設
置
場
所
が
第
二
地
域

百
三
十
万
九
千

ル
ツ
以
下
の
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
百
円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

二
十
六
万
九
千

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
百
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

九
万
六
千
三
百

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

円

使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

八
千
四
百
七
十

数
の
幅
が
三
十
メ
ガ
ヘ

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
万
六
千
円

ル
ツ
を
超
え
三
百
メ
ガ

設
置
場
所
が
第
二
地
域

四
千
二
百
三
十

ヘ
ル
ツ
以
下
の
も
の

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

八
万
七
千
八
百

円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

八
百
五
十
万
二

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

千
六
百
円



設
置
場
所
が
第
四
地
域

二
百
八
十
六
万

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

九
千
五
百
円

使
用
す
る
電
波
の
周
波

設
置
場
所
が
第
一
地
域

二
億
九
百
五
十

数
の
幅
が
三
百
メ
ガ
ヘ

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

六
万
九
百
円

ル
ツ
を
超
え
る
も
の

設
置
場
所
が
第
二
地
域

一
億
四
百
七
十

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

八
万
五
千
三
百

円

設
置
場
所
が
第
三
地
域

二
千
九
十
八
万

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

二
千
百
円

設
置
場
所
が
第
四
地
域

七
百
二
万
九
千

の
区
域
内
に
あ
る
も
の

三
百
円

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

一
万
七
千
五
百

円



備
考一

こ
の
表
に
お
い
て
「
設
置
場
所
」
と
は
、
無
線
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
を
い
う
。

二

こ
の
表
に
お
い
て
「
第
一
地
域
」
と
は
、
東
京
都
の
区
域
（
第
四
地
域
を
除
く
。
）
を
い
う
。

三

こ
の
表
に
お
い
て
「
第
二
地
域
」
と
は
、
大
阪
府
及
び
神
奈
川
県
の
区
域
（
第
四
地
域
を
除
く
。
）
を
い

う
。

四

こ
の
表
に
お
い
て
「
第
三
地
域
」
と
は
、
北
海
道
及
び
京
都
府
並
び
に
神
奈
川
県
以
外
の
県
の
区
域
（
第
四

地
域
を
除
く
。
）
を
い
う
。

五

こ
の
表
に
お
い
て
「
第
四
地
域
」
と
は
、
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二

年
法
律
第
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
並
び
に
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄
美
群
島
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭

和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
笠
原
諸
島
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平

成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
離
島
の
区
域
を
い
う
。



六

こ
の
表
に
お
い
て
「
特
定
地
域
」
と
は
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

庫
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
の
区
域
を
い
う
。

七

六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
及
び
六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
る
周
波
数
の
い
ず
れ
の
電
波
も
使
用
す
る

無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
う
ち
六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
の
み

を
使
用
す
る
無
線
局
と
み
な
し
て
、
こ
の
表
を
適
用
す
る
。

八

三
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
及
び
三
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
六
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
の
い
ず

れ
の
電
波
も
使
用
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
う
ち
三
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下

の
周
波
数
の
電
波
の
み
を
使
用
す
る
無
線
局
と
み
な
し
て
、
こ
の
表
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一

の
項
、
三
の
項
、
四
の
項
及
び
九
の
項
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
は
、
同
欄
に
掲

げ
る
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
金
額
と
当
該
無
線
局
が
使
用
す
る
電
波
の
う
ち
三
千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
を
超
え
六

千
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
以
下
の
周
波
数
の
電
波
の
み
を
使
用
す
る
無
線
局
と
み
な
し
て
同
表
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け

る
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
を
合
算
し
た
金
額
か
ら
、
二
百
円
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

九

一
の
項
、
二
の
項
及
び
四
の
項
か
ら
六
の
項
ま
で
に
掲
げ
る
無
線
局
の
う
ち
第
百
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定



す
る
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
係
る
こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
金
額
に
か

か
わ
ら
ず
、
二
百
円
と
す
る
。

十

特
定
の
無
線
局
区
分
の
無
線
局
又
は
高
周
波
利
用
設
備
か
ら
の
混
信
そ
の
他
の
妨
害
に
つ
い
て
許
容
す
る
こ

と
が
免
許
の
条
件
又
は
周
波
数
割
当
計
画
に
お
け
る
周
波
数
の
使
用
に
関
す
る
条
件
と
さ
れ
て
い
る
無
線
局
そ

の
他
の
こ
の
表
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
同
等
の
機
能
を
有
す
る
他
の
無
線
局
と
の
均
衡
を
著
し
く

失
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
無
線
局
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
す
る

電
波
の
周
波
数
の
幅
を
こ
れ
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
幅
と
み
な
し
て
、
同
表
を
適
用
す
る
。

別
表
第
七
の
一
の
項
中
「
〇
・
〇
三
〇
〇
」
を
「
〇
・
〇
二
九
五
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
項
中
「
〇
・
〇
五
一
四
」
を

「
〇
・
〇
五
〇
二
」
に
改
め
、
同
表
の
三
の
項
中
「
〇
・
四
五
〇
四
」
を
「
〇
・
四
五
四
六
」
に
改
め
、
同
表
の
四
の
項
中

「
〇
・
〇
二
四
七
」
を
「
〇
・
〇
二
四
三
」
に
改
め
、
同
表
の
五
の
項
中
「
〇
・
〇
一
六
六
」
を
「
〇
・
〇
一
六
四
」
に
改

め
、
同
表
の
六
の
項
中
「
〇
・
一
一
九
四
」
を
「
〇
・
一
一
九
五
」
に
改
め
、
同
表
の
七
の
項
中
「
〇
・
一
六
五
八
」
を
「

〇
・
一
六
五
二
」
に
改
め
、
同
表
の
八
の
項
中
「
〇
・
〇
四
〇
九
」
を
「
〇
・
〇
四
〇
四
」
に
改
め
、
同
表
の
九
の
項
中
「

〇
・
〇
二
二
〇
」
を
「
〇
・
〇
二
一
六
」
に
改
め
、
同
表
の
十
の
項
中
「
〇
・
〇
七
一
五
」
を
「
〇
・
〇
七
〇
八
」
に
改
め



、
同
表
の
十
一
の
項
中
「
〇
・
〇
〇
七
四
」
を
「
〇
・
〇
〇
七
五
」
に
改
め
、
同
表
の
十
二
の
項
中
「
〇
・
五
五
六
三
」
を

「
〇
・
五
五
八
六
」
に
改
め
、
同
表
の
十
三
の
項
中
「
〇
・
四
四
三
七
」
を
「
〇
・
四
四
一
四
」
に
改
め
、
同
表
の
十
五
の

項
中
「
〇
・
二
二
五
二
」
を
「
〇
・
二
二
七
三
」
に
改
め
、
同
表
の
十
六
の
項
中
「
〇
・
〇
八
二
九
」
を
「
〇
・
〇
八
二
六

」
に
改
め
る
。

別
表
第
八
の
一
の
項
中
「
二
千
七
百
五
十
円
」
を
「
二
千
三
百
二
十
円
」
に
、
「
二
千
百
八
十
円
」
を
「
千
三
百
八
十
円

」
に
、
「
千
七
百
二
十
円
」
を
「
四
百
四
十
円
」
に
、
「
千
六
百
五
十
円
」
を
「
二
百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
項

中
「
二
千
百
八
十
円
」
を
「
千
三
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

こ
の
表
に
お
い
て
「
設
置
場
所
」
、
「
第
一
地
域
」
、
「
第
二
地
域
」
、
「
第
三
地
域
」
又
は
「
第
四
地
域

」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
六
備
考
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
設
置
場
所
、
第
一
地
域
、
第
二
地
域

、
第
三
地
域
又
は
第
四
地
域
を
い
う
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
附
則
第
四
条
に



お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
電
波
法
第
百
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
別
表
第
六
備
考
第
九
号
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
、
附

則
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
の
規
定
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
附
則
第
三
条
及
び
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
電
波
監
理
審
議
会
へ
の
諮
問
）

第
二
条

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波

法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
開
設
指
針
の
制
定
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
総

務
省
令
の
改
正
の
た
め
に
、
電
波
監
理
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
免
許
の
有
効
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
第
十
三
条
第
二
項

の
無
線
局
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
の
当
該
免
許
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
第



十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
電
波
利
用
料
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
前
に
免
許
又
は
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
電
波
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

第
二
十
七
条
の
十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
百
三
条
の
二
第
一
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
十
三
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以

後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
等
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
応
当
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
応
当
日
」
と
い
う
。

）
又
は
新
法
第
百
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
包
括
免
許
等
の
日
に
応
当
す
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
以
後
の
期
間
に
係
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
応
当
日
等
前
の
期
間
に
係
る
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
が
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利

用
料
の
金
額
に
満
た
な
い
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
で
あ
っ
て
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ
れ
た
施
行
日
以

後
最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
間
に
係
る
新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
及
び

第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
を
超
え
る
部
分
を
還
付
す
る
。



３

新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利
用
料
の
金
額
が
旧
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
波
利

用
料
の
金
額
を
超
え
る
無
線
局
に
係
る
電
波
利
用
料
で
あ
っ
て
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ
れ
た
施
行
日
以
後

最
初
に
到
来
す
る
応
当
日
以
後
の
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
前
納

に
係
る
期
間
の
う
ち
当
該
応
当
日
以
後
の
各
一
年
の
期
間
に
つ
き
納
付
す
べ
き
こ
と
と
な
る
電
波
利
用
料
に
、
先
に
到
来
す

る
一
年
の
期
間
の
分
か
ら
順
次
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評
価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の
相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
、
第
十
三
条
第
二
項
」
を
削
る
。

（
調
整
規
定
）

第
七
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
が
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第



六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
条
の
う
ち
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
七

条
の
十
三
第
二
項
第
九
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
中
「
か
ら
第
九
号

ま
で
」
を
「
、
第
八
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
」
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
四
条
の
う
ち
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
の
改
正
規
定

中
「
か
ら
第
九
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
八
号
及
び
第
十
号
」
と
、
「
同
項
第
九
号
を
削
り
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第

九
号
と
し
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
十
号
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
号
と
し
」
と
す
る
。



理

由

電
波
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
電
波
利
用
料
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
そ
の
料
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

周
波
数
の
再
編
を
迅
速
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
特
定
基
地
局
の
開
設
計
画
の
認
定
に
関
す
る
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


